
 
 
                                                                                                      

 

舗装 

概要 

            
  

  
リングロックジョイントを用いた 

PPC 版舗装の施工性確認試験 
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   空港や港湾で使用されているプレキャスト PC 版（PPC 版）の接合には，以前からダウエルバーを用いた継手工法が

採用されている．このような状況において，工期短縮や部分的な舗装の取替作業の効率化，さらにはポンピング現象の

抑制を目的として，新たな継手工法であるリングロックジョイント（RLJ）の開発を行い，基礎試験および走行路版で

の試験施工を通じてその有効性を確認してきた．今後，さらなる用途拡大を目的として空港舗装への展開を計画してい

る．そこで，施工性および耐久性の検証を目的として，実物大スケールの試験体を用いた施工試験を実施した．本試験

では，RLJ を四辺に設置した PPC 版の製作精度および乾燥収縮やクリープによる経時的変形の影響を評価するととも

に，施工時における版目地幅の許容範囲を実測および写真計測によって確認した．その結果，RLJ を用いた PPC 版にお

いても高い精度での設置が可能であり，版の設置後は，全ての RLJ の接合が可能であることを確認した．また，本試験

により，ダウエルバーを用いた従来工法と同等以上の施工性を有することが確認できた．さらに，施工後 3か月間の供用

期間中における定期点検の結果，PPC 版の沈下，ひび割れ，継手部の錆や劣化などの異常は一切確認されなかった．さ

らなる施工余裕幅の確保や蓋表面の滑り抵抗性の向上を目的とした部材改良を別途検討した結果，施工性や安全性が向

上した．以上より，RLJ は急速施工が求められる空港舗装においても十分な性能を有していることが確認された． 
 

施工性確認試験 
   １．試験目的 

 RLJ を用いた PPC 版において，実際の施工条件下において所定の精度での架設が可能かを検証した．特に，四辺が囲

まれた状態での架設では，架設対象の版周囲に作業余裕幅を確保することが困難である．このため，所定の設置位置に

対して版を上方から正確に落とし込む形式での架設が必要となる．加えて，従来工法において事前に設置する目地モル

タル流出防止用のシール材は，架設時に干渉する恐れがあることから，新たな流出防止方法の検討も行った． 
 

２．本試験概要 
 写真-1 に示すように，RLJ を用いた PPC 版を製作し，既設アスファルト舗装の一部を PPC 版舗装に取り替えた． 

 

３．試験結果 
RLJ を用いた実物大スケールの PPC 版において確実に接合可能である

ことを確認した．写真-2 に示すような，四辺が既設版に囲まれた状態で

の架設においても許容目地幅の範囲にて接合可能なことを確認し，目地

モルタル注入箇所における流出防止方法においては，写真-3 に示すよう

に，架設後に取付が可能な目地養生材を新たに製作し用いた．結果，目

地モルタルの流出や継手内部への流入は確認されず，さらに，施工性お

よび維持管理性の両立が図られた．また，従来工法との施工時間を比較

した結果，同等以上の施工性を有することを確認した．供用開始後， 3
か月間にわたる定期点検を行っているが，版の沈下やひび割れ，継手部

材の錆および劣化等の異常は確認されていない． 
 

４．まとめ 
RLJ は空港舗装におけ

る PPC 版接合に用いるこ

とが可能であり，施工精

度および耐久性，急速施

工性において十分な性能

を有していることが確認

された．本研究成果が今

後の空港舗装への本格導

入に資するものと期待す

る． 
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写真-1 RLJ を用いた PPC 版全景 

写真-2 本試験実施状況 写真-3 目地養生材設置状況 
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一般土木 

概要 

            
  

  大深度つばさ杭の施工 
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   本工事は，大規模商業施設に隣接した調整池の水上デッキの柱の基礎を施工するものである．基礎は鋼管･既成コンク

リート杭打工の回転杭工（つばさ杭）で計画されているが、掘削長が 48m を超えるため，「国土交通省土木工事積算基

準」の適用範囲外となる． 
このように通常の適用範囲を超える大深度のつばさ杭の施工は，出来形管理基準の規格値から外れるリスクがあるた

め，慎重な出来形管理が求められる．また，施工中の過度な回転圧入による杭体の変形や破断に対しても注意が必要で

ある． 
本工事のような難易度の高い大深度のつばさ杭の施工は，これまでの実証試験や実施工で積み上げてきたナレッジマ

ネジメントの活用し，具体的なリスクを事前に把握し，対策を講じることが重要である．本稿では，リスクアセスメン

トによるリスクへの対応策とその結果について報告する．施工の全景を写真-1 に,掘削状況を写真-2 に示す. 
 
 
 
 
 
 
 

 １. リスクへの対応策 
1.1. 施工精度の確保 

・ 鉛直精度の管理は，トータルステーションや下げ振りを用いて行うが，それぞれの管理手法の欠点を補うため，2 つ

の管理手法を併用した． 

・ 機材の水平方向移動抑制のため,ケーシング回転掘削機のカウンタウェイトを通常の 20t から 40t に増量した． 

・ 表層に硬質な改良地盤があるため，初期回転圧入時の変位抑制や土砂の盛り上り防止，障害物の有無の確認するた

め，表層から 1.1m 程度の先行掘削を行った． 

・ 回転圧入が不能となる杭のすべり現象を防止するため，正回転と逆回転で圧入･引抜を繰り返し行った． 

 

1.2. 杭体の変形や破断 

・ 柱状図より各地層･深度における回転圧入時の回転トルクの制限値を事前に検討し，その範囲内での施工を行った． 

・ 杭体の先端翼部に回転圧入を促進するための掘削補助刃を設置した.なお，取付け位置･形状寸法は，これまでの施工

実績を参考にした． 

 

2. 対応策の効果 

施工精度は，基準高±50mm に対して±20mm 以内，傾斜 1/100 に対して 1/250 以内，偏心量 100mm に対して 30mm
以内と難易度の高い大深度のつばさ杭の施工で出来形管理基準の規格値を十分に満足することができた．また，杭体の

変形･破損は，認められなかった． 

 

3. おわりに 

本工事では，リスクマネジメントやナレッジマネジメント等の管理手法によって具体的なリスクを事前に把握し，関

係者とのリスクコミュニケーションを通して，リスクの低減および品質･工程･安全とコストのトレードオフの最適化を

行うことができた．今後，つばさ杭が，市場の要求と価格競争力を両立させた工法に成長するよう本稿が参考になれば

幸いである． 

 
KKeeyy  WWoorrddss：つばさ杭，滑り現象 

 

写真-1 施工の全景 写真-2 掘削の状況 

施工概要 
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